













































































































































































ものの，精度はわりに高い（図 2，図 3，図 4）。
図1　黄盛璋氏の復元図
出典） 黄盛璋「関於『水経注』長安付近復原的若干問題」『考古』1961年第 6 期及
び「西安城市発展中的給水問題及今後水源的利用与開発」『地理学報』1958
年第 4 期。『地理歴史論集』北京：人民出版社，1982年 6 月所収。
図2　呂卓民氏の復元図




























































































































































阪南論集　人文・自然科学編 Vol. 50 No. 1
図8　李之勤氏の復元図



















































































































　第四に，線 1 と線 2 と線 3 の間の距離はいず
れもほぼ 2 キロあまりで，誤差はあるが，漢代
の五里と近似する距離である。
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漢長安城西南考-漢長安都城圏研究における可視化を試みて-
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